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大学が郊外へ移転することで，学生の質が変わってしまったという話をよく耳にすることがある．東京
都立大学の地理学科も， 1991年4月に多摩ニュータウンの一角，八王子市南大沢の地ヘ大学キャンパスが
移転した後，少なくとも学生の出身地には大きな変化がみられるようになった．すなわち，東京ならびに
その周辺出身の学生は，東京都西部と神奈川県東部に限定され，世田谷区に理学部キャンパスがあった頃
と比べると，東京下町方面出身の学生が減少したのである．新入生に入学理由を聞いてみると，昔からい
われていた授業料の安さに加え，家から近いことを理由にあげるものが多い．それに，飛び級制度をあげ
るものがいれば，いまや 「安近短Jが大学選択の基準になっているのである．もっとも，これをもって大
学のレジャーランド化とまでいうつもりはない，
東京都立大学の郊外移転に伴う学生への影響の最たるものは 勤労学生の激減である．以前から夜間課
程の学生に占める勤労学生の割合は決して多くはなかったが，八王子へ大学キャンパスが移転することで，
副都心はともかくとして，都心で働く勤労学生が18:00から始まる 5限の授業に間に合わなくなり，入学
をあきらめるものが増えたのである．
しかし，この問題は次に述べるように，背後により大きな問題をはらんでいる．赤字財政の東京都が発
表した，東京都立大学を含む都立4大学を合併する大学改革案では，いまや実態のない夜間課程を廃止す
ることが決定されている．それは，表面上は学生にだけ影響を与える問題のように受け取られるが，実際
には，夜間課程担当者人数分の教員削減を伴うため，すぐれて教員側の問題でもある．この決定の最終的
な行方については未だ不明であるが バブル経済期にキャンパス移転を決めた段階においては，誰ひとり
このような事態が起こることを予想したものはいなかったであろう．距離の制約が時代とクロスしたとき
に起こる距離の残虐性を とこにみることができるのである．
距離の残虐性は，学内ポリティクスの面においても近い将来みることができるであろう．先の大学改革
案では，東京都立大学は国立大学に倣って独立行政法人化する ζとが決まっている．しかし，国立大学と
大きく違う点は，石原都知事の強い意向により，法人の長（理事長）と総長を分離し，それぞれが経営と
教学の責任を分担することである．国立大学の場合のように傘下の99大学へ予算を傾斜配分しようとす
る文部科学省に相当する，強い教育行政の意思決定機関を持ち合わせない東京都においては，文部科学省
の機能を理事会に持たせようとしている．
かりに，理事会（経営側）が大学（教学側）を支配する構造が実現されたとすると，理事長が座る席な
いしは理事会の置かれる「場所」が大学にさまざまな影響を与えることが予想される．都の4大学は多摩
地区と東京下町地区に散らばっており， 4大学の対等合併が謡われていることからみて，常識的には，理事
会が現在の東京都立大学のある場所に置かれる可能性は小さい．都側で大学改革を担当している大学改革
管理本部のある，都庁の中と考えるのが妥当なところであろう．都庁のある新宿から約1時間，直線距離
にして30kmほどの隔たりが， 学内ポリティクスに影響をもたらさないはずはないのである．空間の科学と
しての地理学に携わるものとして，距離の残虐性を身をもって体験できる幸せをありがたく思わねばなら
ないのであろうか？
距離ないしは空間の残虐性に関わる事柄を長年研究してきた地理学者の一人である Harveyは， 2002年
度のアメリカ地理学会副会長候補2名のうちのl名に推薦された際に 次のような抱負を述べている
(AAG Newsletter 37巻 1号）．従来のような防御的振る舞いに終始することなく，現在進行中の知の枠組の
組み替えの中に積極的に地理学を位置づけるべく，発言していきたい，と．ちなみに， Harveyは2001年に
長らく在職していたジョンズ・ホプキンズ大学からニューヨーク市立大学の人類学教授に転出し，先の抱
負を弟子のSmithとともに実行しつつあるようである．現在日本で進行中の制度的な知の枠組の組み替え
に対し，地理学者，地理学界に求められるのは，こうした積極的姿勢であろう．
さて，本号は，女性，住宅（地），イメージ，認知，メディアといったキーワードで括られる内容の論文
を収録した多くの読者に歓迎される論文であることを祈りたい．
最後に， 11号発行以後現在までに開催された，空間の理論研究会と関わりが深いグレコ会の活動状況を
以下に記しておきたい．
1999年春開催せず
1999年11月19日（於奈良県生駒市生駒山荘）
若林芳樹（都立大学）：内なる GISとしての認知地図／外なる認知地図としてのGIS-NCGIAでの空間
認知研究ー
立岡裕士（鳴門教育大学）：賭博と地理学
2000年3月30日（於お茶の水女子大学・日本地理学会「地理思想の伝統と革新J研究グループと共催）
佐藤由美子（日本女子大学）：文化相対主義のパラドックス
杉浦芳夫（都立大学） : Christallerの中心地理論一身体と宇宙をつなぐものー
2000年11月30日（於滋賀県愛知郡秦荘町金剛輪寺荘）
鈴木晃志郎（都立大学・院） ：地図化能力の異文化比較における諸問題
若林芳樹（都立大学）：犯罪の地理学一研究の系譜と最近の動向一
2001年3月29日（於お茶の水女子大学）
宮津仁（東北大学）：肢体不自由者の外出行動と都市空間のバリアフリー
滝波章弘（高知大学）：観光言説における『雰囲気」という記号
2001年11月9日（於神戸市垂水区舞子ピラ）
本間昭信（立命館大学・院）：視覚障害者の外出行動と行動環境
立岡裕士（鳴門教育大学） : GISのとば口にて考える
なお，本誌の刊行に当たっては，平成11・12年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（C）『労
働市場との関係でみた港北ニュータウンの主婦の生活時間・生活空間』（課題番号 11680078 研究代表者
杉浦芳夫）の研究経費（平成11年度2000千円，平成12年度800千円）の一部を使用した
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